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U12a 銀河団分布と γ線背景の相互相関信号
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Fermi衛星の γ線スカイサーベイによって全天でほぼ一様な γ線背景放射（EGB）が観測されているが，その
起源について十分には理解されていない．EGBは blazarや star-forming galaxyなどの天体を起源とする場合と
ダークマターの対消滅や崩壊などのエキゾチックな物質を起源とする場合が考えられている．これらの γ線源は
ハローに集中的に分布しているため，ハローの分布と EGBの相互相関信号を探査することで γ線源の正体にア
プローチする研究がなされてきた．ただし，これまでの研究では信号の赤方偏移進化に着目した解析は行われて
いなかった．実際には，それぞれの γ線源候補は，γ線強度について異なった赤方偏移依存性を持っている．よっ
て，幅広い赤方偏移の銀河団カタログを用いて相互相関信号の赤方偏移進化を明らかにすることができれば，そ
れぞれの γ線源の赤方偏移依存性を比較することでその起源に迫ることができると期待される．
本研究では，Fermi衛星の γ線スカイサーベイとHSCの銀河団カタログ (CAMIRA)から得られる銀河団分布の

相互相関の有無を 2点相互相関解析とスタッキング解析から評価した．さらに銀河団の赤方偏移（0.1 ≤ z ≤ 1.1）
ごとに同様の解析を行い，相関の赤方偏移依存性についても評価を行った．本講演ではそれらの解析の手法と結
果について報告する．


